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の塩類集積を引き起こし，土壌の劣化，土地の生産力の減退をもたらしている国際連合環境計画 (UNEP)の調

査結果によると，気候的要因による沙漠化は全体の 13%に過ぎないと推定されている残りの 87%は人間活動に

よってもたらされているこのようにさまざまな要因によって地中深くにあるはずの塩類が上昇し，地盤上部

に集積して，濃縮されるケースが増大している塩類の濃度上昇により，農作物が育たず，土地の不毛化に繋が

り，土壌の科学変質によって生活用水が確保できなくなる，などの弊害が起こるこのような塩類上昇による土

地の不毛化は，「塩害」として沙漠地形成要因の一つとして挙げられるよって，本研究では塩害被害が甚大であ

る，タイ東北部において塩害抑制の検討を行う

図 1.1 塩害を受けた水田 ：ナコ ンラチャシマ 3)

2. 解析条件

本項では，タイ東北部において塩害被害が発生している地域に

焦点を当て，塩害の様子をシミュレートする．今回は，ウドンタ

二，サコンナコンを例にとる．

解析領域： 水平方向 x=l.Om

鉛直方向 y=8.0m

要素数 ：400 (5 X 80), 節点数： 1771 

変位境界：下端完全固定，左右端水平方向固定，上端自由

水理境界： 下端面排水境界，左右端非排水境界，上面流量境界

物質境界：下端面物質境界： c(x, 0) = 0.03 

左右上端非透過境界である．

次に，各地域ごとの気候条件を示す．タイ東北部における，蒸発

量は詳細なデータが得られなかったため，今回はタイ国バンコク

における蒸発量の値を入力する. 1)降水量は各地域ごとの値を入

力する．

図 1.2 土壌表面に集積した塩4
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図-2.1 解析条件
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図—2.4 各土試料のパラメータ

シルトのパラメータ
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図—2.5 各土試料の試料水分特性曲線

シルトの試料水分特性曲線
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3. 解析結果

以上の条件を入力し解析を行い，気候条件の変化による，経年的な地盤内塩分濃度分布の様子をシミュレート

する．

初期 1年後 2年後

図-3.1 ウドンタニの地盤内塩分濃度分布図

． 

初期 1年後 2年後

図・3.2 サコンナコン 1の地盤内塩分濃度分布図

初期 1年後 2年後

図—3.3 サコンナコン2の地盤内塩分濃度分布図
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図 3.1,3.2, 3.3より全ての地盤において，2年経過後には，塩害が発生していることがわかる．よって，塩害抑

制を行わない場合では，塩害が発生する．
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4塩害抑制手法の検討

3項より，地中に塩類を有する地盤では，気候条件により，地盤内の塩分濃度の上昇は避けられないことがわか

ったよって，本項では，塩害抑制の手法を検討してみる．本研究では，「マルチング」という手法を行い，地盤

内の塩分濃度の上昇の抑制を試みる．マルチングとは，地盤上部の蒸発量を抑える目的で， 比較的粒径の大きな

試料を地盤に巻き均すことである．よって，本研究でもこの手法に倣い， 地盤上部を保水性の低い試料で覆い，

塩害抑制の検酎を行う．また，マルチング試料の幅を変更することにより ，どの程度，塩害抑制に関係があるの

かも考慮する．

本研究で使用するマルチング試料のパラメータと試料水分特性曲線を図-4.1に示す．図-4.1より，マルチング試

料は透水性が高く，低サクション領域で低飽和度を維持する試料であることがわかる．
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図—4.1 マルチング試料のパラメータ（左） と試料水分特性曲線（右）
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4-1塩害抑制手法を考慮した場合の解析結果

本項では，地盤上部を覆う マルチング試料の幅を変更していき，地盤内の塩分濃度の移動の様子をシミュ レー

トする．

まず，地盤上部を覆うマルチング試料の幅を 0.6m(地盤上部のマルチング表面積60%)にした場合の， 地盤内の

塩分濃度分布図を見てみる．
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図—4.1 マルチング試料の幅 0.6mの時のウドンタニの地盤内塩分濃度分布図

1年後 2年後 3年後 5年後

図-4.2 マルチング試料の幅 0.6mの時のサコンナコン1の地盤内塩分濃度分布図

1年後 2年後 3年後 5年後

図—4. 3 マルチング試料の幅 0.6mの時のサコンナコン 2の地盤内塩分濃度分布図
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碑4.1,4.2, 4.3より，マルチングによる塩害抑制の効果がみられることがわかる．マルチング試料の幅 0.6mの場

合では，取り挙げた 3つの地盤すべてにおいて，塩害を抑制できると言える．次にマルチング試料の幅を 0.4m(地

盤上部のマルチング表面積40%)にした場合について検酎する．以下に解析結果を示す．

初期

図—4.4

初期

図—4.5

初期
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マルチング試料の幅 0.4mの時のウドンタニの地盤内塩分濃度分布図

1年後 2年後 3年後 5年後

マルチング試料の幅 0.4mの時のサコンナコ ン1の地盤内塩分濃度分布図

1年後 2年後 3年後 5年後

マルチング試料も幅 0.4mの時のサコンナコン2の地盤内塩分濃度分布図

マルチング試料の幅0.4mの場合でも，図-3.1,3.2, 3.3と比べてみても，塩害の抑制には効果が発揮できることが

わかる．ウドンタニの地盤については，塩害を抑制できると言えるが，サコンナコン 1と2の地盤については，

塩害が発生すると考えられる．原因として考えられるのは，ウドンタニの年開の総降水量は， 0.0475l 7m/dayで与

えているが，サコンナコンでの年間の総降水量は，0.040045m/dayで与えており，降水量の多い，ウドンタニの方

が塩害が発生しにくいと考えられる．
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